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I
、

何

鴫
爾
丹
の
外
蒙
喀
剛
略
佼
略
の
動
機
・
と
な
っ
た
の
は
喀
爾
略
内
部
に
於
け
る
内
遥
で
あ
っ
た
。
即
ち
喀
鯛
略
右
翼
内
部

に
於
け
る
私
闘
が
左
右
祁
巽
の
勢
力
手
ご
な
り
、
そ
の
結
果
は
左
翼
勢
力
の
仲
脹
搬
大
ご
な
っ
た
。
こ
の
左
翼
の
喀
鯛
略

制
覇
が
杵
邇
蒙
古
に
於
け
る
越
境
奪
略
等
に
基
く
私
聞
さ
は
性
筑
を
異
に
し
、
大
き
な
政
治
上
の
問
題
に
伸
展
し
た
。
厄

魯
特
蒙
古
蝋
閑
丹
の
武
力
干
渉
。
こ
な
り
、
之
れ
等
の
仲
裁
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
満
朝
を
四
瓶
が
渦
中
に
投
じ
、
閥
北
一
栫

は
十
年
に
わ
た
る
大
き
な
戦
乱
時
代
を
現
出
し
た
。
こ
の
大
動
飢
を
さ
ほ
し
て
外
蒙
喀
棚
略
は
清
朝
の
治
下
に
入
る
こ
ざ

に
な
り
、
又
こ
れ
以
後
清
朝
の
勢
力
は
速
く
新
羅
凹
職
に
ま
で
及
ぶ
こ
在
に
な
っ
に
。
こ
の
内
紛
時
代
の
喀
剛
略
ご
哨
鯛

丹
の
初
期
の
關
係
に
つ
い
て
一
考
察
を
し
て
み
た
い
ご
恩
ふ
の
で
あ
る
。

喀
醐
喀
は
後
に
は
川
大
部
凹
盟
に
分
れ
た
が
、
脹
煕
川
一
年
ま
で
は
左
右
剛
巽
の
二
大
部
で
あ
っ
て
、
左
魏
の
長
は
土

謝
圃
汗
タ
右
翼
の
長
は
札
朧
克
剛
汗
で
め
つ
に
。
以
下
皇
朝
蒋
部
要
略
に
よ
っ
て
略
述
す
れ
ば
、
旗
煕
元
年
そ
の
右
翼
内

蛎
爾
丹
任
入
備
岬
の
外
禁
喀
鯛
喀

鳴
爾
丹
侵
入
當
時
の
外
蒙
喀
爾
喀
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に
内
紛
が
起
２
Ｌ
ゐ
る
。
是
れ
よ
り
先
曹
札
薩
克
圖
汗
諾
爾
布
が
率
し
、
子
旺
儒
克
が
襲
い
で
汗
を
孵
し
た
が
、
岡
族
の

額
琳
沁
の
殺
す
所
ざ
な
り
、
同
峠
に
土
謝
剛
汗
察
琿
多
爾
濟
、
爽
刷
諾
甑
部
長
丹
雅
卿
卿
の
兵
が
額
琳
沁
を
盤
っ
て
、
厄

魯
特
に
走
ら
し
た
事
件
で
あ
る
。
》
」
れ
よ
・
り
札
薩
克
州
汗
一
族
の
手
が
絶
え
ず
、
脈
儒
克
の
死
後
兄
の
紳
墾
鯛
根
が
自
立

し
て
汗
を
孵
し
た
が
、
そ
の
衆
は
彼
に
附
か
ず
、
多
く
士
謝
川
汗
察
琿
多
細
濟
に
肺
し
に
。
そ
こ
で
康
煕
九
年
に
な
っ
て

旺
儒
克
の
弟
成
褒
が
札
藤
岡
汗
號
彩
襲
ぐ
さ
、
土
謝
剛
汗
に
交
渉
し
て
籾
琳
沁
の
飢
後
左
翼
に
逃
亡
し
た
部
衆
を
求
め
、

厘
今
」
れ
を
交
渉
し
に
け
れ
ざ
も
、
歴
し
て
典
へ
な
い
の
で
、
途
に
西
戯
の
逹
頼
剛
怖
に
訴
へ
川
仁
の
で
あ
．
る
。
大
浦
愛

鋒
康
煕
廿
三
年
二
月
庚
子
の
條
に
、
曾
往
訴
逹
蝋
剛
嚇
。
蒙
諭
七
旗
日
。
剛
七
旗
倣
共
愈
札
薩
克
剛
汗
。
共
投
左
翼
人
災

似
應
發
遼
。
爲
此
差
札
爾
布
奈
前
來
蔽
盟
。
而
左
巽
土
謝
剛
汗
不
至
。
呈
上
係
我
大
衆
之
主
。
誰
以
此
怖
上
Ⅲ
。
至
是
。

上
念
喀
爾
喀
累
世
恭
順
。
職
貢
有
年
。
不
忍
共
子
弟
人
民
離
散
。
遥
阿
齊
岡
格
隆
等
。
噺
救
往
諭
逹
噸
Ⅷ
卿
。
今
彼
遥
使

識
和
云
堂
さ
あ
る
が
、
こ
§
に
曾
て
逵
帆
伽
嚥
に
訴
へ
て
狗
盟
せ
ん
と
し
た
ご
い
ふ
の
は
、
皇
朝
群
部
要
略
に
よ
れ
ば
礎

煕
廿
一
年
に
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
昨
土
謝
州
汗
が
御
盟
に
來
な
か
っ
た
か
ら
、
や
む
な
く
冊
三
年
に
な
っ
て
そ
れ
を
淌
朝

に
訴
へ
だ
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
康
煕
帝
は
逹
粒
剛
卯
さ
共
に
略
剛
峅
側
魍
を
解
決
せ
ん
ざ
し
て
阿
齊
岡
格
降
を
閥
赦
に
進

ｆ

つ
だ
の
で
あ
っ
た
。
云
ふ
ゑ
で
も
な
く
こ
れ
ま
で
消
朝
に
於
い
て
は
辨
蒙
古
に
側
す
る
場
合
、
一
堂
述
蝋
Ⅷ
卿
の
方
針
に

伊

準
擁
し
た
政
策
を
ざ
つ
て
ゐ
に
。
大
浦
蛮
鋒
康
煕
十
九
年
八
川
戊
子
班
滞
院
魎
下
に
、
唯
削
喀
の
進
貢
に
附
し
て
喀
剛
略．
、

の
進
貢
は
以
前
は
巾
臣
濟
農
を
行
さ
し
た
が
、
今
札
薩
克
川
汗
が
車
臣
濟
挫
を
改
め
て
、
厄
郷
徳
尼
辨
農
を
甘
さ
し
て
進

貢
し
て
ゐ
る
。
逹
帆
剛
嚇
の
給
す
る
文
内
に
は
こ
の
厄
秤
徳
尼
濟
農
を
竹
壷
こ
な
す
ご
い
ふ
文
字
が
な
い
。
こ
れ
を
如
何
に

噛
爾
丹
伐
入
常
昨
の
外
栄
喀
爾
喀
三
一
七
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’

奇

噛
獅
丹
催
入
微
時
の
外
装
喀
爾
咄
一
三
八

す
べ
き
か
ご
い
ふ
こ
ざ
が
問
題
に
な
っ
て
ゐ
る
。
か
上
る
些
少
な
問
題
に
至
る
ま
で
逹
頼
剛
嚇
の
猯
針
が
問
題
に
な
る
の

で
あ
る
か
ら
、
蒙
古
雨
大
汗
の
紛
争
問
題
に
於
い
て
こ
れ
に
辿
使
し
だ
の
は
俄
然
の
こ
さ
で
あ
っ
た
。
あ
く
て
康
煕
竹
五

年
理
藩
院
尚
普
阿
剛
尼
は
紋
を
も
に
ら
し
て
、
逹
紙
卿
嚥
の
使
鴫
爾
丹
内
勒
剛
さ
含
す
る
こ
こ
に
な
っ
た
。
丁
度
こ
の
年

成
変
が
卒
し
て
新
に
孔
薩
克
岡
汗
を
襲
い
だ
沙
伽
が
阿
剛
尼
に
随
っ
て
床
論
仙
勒
齊
に
赴
い
仁
が
、
土
謝
側
汗
察
琿
多
剛

濟
は
親
ら
來
ら
ず
、
弟
の
哲
卜
尊
丹
巴
胡
土
克
岡
を
使
は
し
た
。
こ
の
念
盟
に
於
い
て
も
何
か
ご
紛
争
を
生
じ
、
察
琿
多

爾
濟
は
亡
命
者
の
半
を
沙
剛
に
師
し
に
の
み
で
、
こ
の
長
年
に
わ
た
る
問
題
は
凹
沌
解
決
の
運
び
に
至
ら
な
か
っ
た
。
叉

こ
の
時
哲
卜
尊
丹
巴
胡
土
克
岡
は
逹
頼
剛
嚇
の
使
着
噛
削
日
一
関
勒
岡
を
啼
次
問
題
で
黍
ひ
、
遂
に
對
等
の
席
を
占
め
て
會

盟
に
列
し
た
。
唯
爾
丹
が
妓
後
ま
で
喀
剛
略
俊
入
の
口
蛮
さ
し
て
哲
卜
尊
丹
巴
胡
土
克
剛
が
逹
職
卿
聴
を
侮
辱
し
た
さ
い

ふ
の
は
こ
の
事
件
で
あ
っ
た
。

以
上
眺
め
に
如
く
土
謝
州
汗
の
行
爲
に
は
暴
漫
無
鯉
な
節
が
多
く
、
廿
一
年
逵
戦
剛
聯
の
提
唱
し
た
愈
照
に
は
川
席
せ

ず
、
今
又
廿
五
年
逹
頼
卿
卿
さ
股
煕
帝
の
主
唱
下
に
禽
盟
を
催
し
仁
が
、
土
謝
剛
汗
自
身
の
出
席
を
み
ず
、
剰
へ
命
盟
に

参
加
せ
る
土
謝
剛
汗
の
弟
哲
卜
尊
丹
巴
胡
土
克
岡
は
逹
噸
剛
嚥
の
使
者
ざ
そ
の
席
を
手
っ
て
對
等
の
席
を
占
め
、
札
薩
兒

岡
汗
の
要
求
す
る
部
衆
の
値
か
に
牛
を
肺
し
た
に
過
ぎ
な
か
つ
に
。
か
く
て
孔
薩
克
州
汗
沙
剛
が
鼓
後
に
助
力
を
求
め
た

の
は
厄
魯
特
蒙
古
の
聴
爾
丹
で
あ
っ
た
芭
思
は
れ
る
。
、

徴
時
喀
剛
喀
の
覇
権
を
握
ら
ん
さ
し
て
ゐ
に
土
謝
脚
汗
さ
厄
魯
特
部
の
平
定
に
志
し
た
噛
爾
丹
は
、
こ
れ
叉
早
く
よ
り

確
執
を
生
じ
て
ゐ
る
。
同
じ
く
皇
朝
藩
部
要
路
に
よ
る
ざ
、
座
煕
土
ハ
年
厄
魯
時
部
の
都
齊
爾
圃
汗
は
同
部
の
台
吉
噛
鯛
丹

｣



の
襲
ふ
所
さ
な
り
、
土
謝
岡
汗
は
之
を
救
つ
仁
が
、
都
齊
爾
脚
汗
の
殺
さ
る
ｉ
に
及
ん
で
、
遂
に
土
謝
岡
汗
は
蝋
爾
丹
さ

交
戦
す
る
に
至
っ
た
。
且
つ
そ
の
女
を
都
齊
糊
岡
汗
の
孫
羅
卜
藏
布
阿
剛
布
却
一
に
嫁
せ
し
め
て
ゐ
る
。
土
謝
耐
汗
は
蝋
爾

丹
さ
不
和
に
な
っ
て
ゐ
に
の
で
あ
る
か
ら
、
今
土
謝
刷
汗
の
勢
力
に
唾
倒
さ
れ
ん
さ
し
た
札
薩
克
州
汗
が
こ
れ
に
投
じ
仁

さ
て
不
思
議
を
す
る
に
足
ら
な
い
の
で
あ
る
。
土
謝
岡
汗
は
蝋
爾
丹
さ
の
間
に
今
又
新
た
に
札
院
克
側
汗
部
の
問
題
に
つ

い
て
敵
観
す
る
こ
》
己
に
な
っ
た
が
、
こ
の
邸
鳴
爾
丹
が
土
謝
州
汗
に
む
か
っ
て
、
我
等
に
は
俄
雑
斯
の
援
兵
が
あ
る
き
揚

言
し
、
之
を
云
ひ
て
や
ま
ず
さ
あ
る
碑
職
噸
岬
辨
親
）
の
を
み
る
芭
、
西
方
厄
稗
特
に
覇
を
さ
な
へ
た
蝋
爾
丹
も
、
蠕
附
略

蒙
古
の
寅
椛
者
土
謝
岡
汗
に
對
し
て
は
、
常
に
か
う
し
に
虚
勢
を
張
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
に
の
で
は
な
い
か
。
士
謝
州
汗

が
露
西
亜
援
兵
の
事
蛮
を
し
ら
『
ぺ
て
、
そ
の
．
疫
な
き
を
知
る
に
及
ん
で
、
途
に
自
ら
噛
閖
丹
の
所
在
地
に
催
入
し
た
の
で

あ
る
。
束
華
錐
廿
七
年
七
月
壬
巾
澤
卜
愈
丹
巴
胡
土
克
岡
告
念
奏
に
、
去
年
哨
爾
丹
。
奉
兵
三
蔑
餘
公
道
而
來
。
誘
我
札

薩
克
岡
汗
等
叛
去
。
我
土
謝
剛
汗
領
兵
迅
而
執
之
以
師
。
後
鴫
爾
丹
之
弟
多
爾
濟
札
卜
等
。
領
兵
來
掠
右
翼
班
節
赦
青
台
吉

卜
剛
克
森
。
巴
爾
丹
等
人
語
而
去
。
土
謝
岡
汗
追
殺
多
爾
濟
札
卜
。
收
回
人
口
。
噛
附
丹
叉
領
兵
三
路
而
來
。
土
謝
Ⅲ
汗

及
四
海
雑
卜
藏
渡
布
。
領
兵
前
至
噛
剛
丹
所
駐
之
地
。
遇
逹
頼
馴
嚇
使
者
所
泄
人
。
宣
示
呈
上
楡
和
之
旨
。
途
退
駐
楚
克

猫
斯
諾
爾
地
方
。
今
噛
爾
丹
自
杭
愛
山
後
。
椋
取
左
右
翼
台
吉
等
。
至
志
木
師
地
方
。
土
謝
剛
汗
之
子
哨
剛
丹
台
吉
與
戦

大
敗
。
僅
以
身
兎
ご
の
べ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
哨
爾
丹
が
兵
三
漉
除
を
率
ゐ
て
來
攻
し
、
我
が
札
朧
克
州
汗
を
誘
ふ

て
叛
さ
去
っ
た
か
ら
、
我
が
土
謝
州
汗
は
兵
を
率
ゐ
て
追
ひ
、
こ
れ
を
執
へ
て
師
つ
に
。
そ
の
後
噛
爾
丹
の
弟
多
爾
濟
札

卜
等
來
政
し
仁
爲
、
遥
繋
し
て
之
を
殺
し
た
。
噛
爾
丹
は
再
び
來
攻
し
に
か
ら
、
土
謝
岡
汗
等
之
を
追
ふ
て
噛
爾
丹
の
所

噛
術
丹
住
人
常
畔
の
外
莱
喀
爾
喀
一
三
九
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、

哨
椒
丹
伐
入
柑
時
の
外
装
喀
耐
喀
一
三
○

駐
地
に
辿
っ
た
が
、
逹
職
剛
峨
の
使
者
が
迭
し
に
人
に
遇
っ
て
、
呈
上
の
諭
和
を
宜
示
さ
れ
た
の
で
退
却
し
た
。
今
年
に

な
っ
て
蝋
附
丹
が
大
梁
し
て
催
冠
し
來
り
、
唯
爾
喀
が
大
敗
す
る
に
至
っ
た
ざ
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
前
年
土
洲
州
汗

が
蝋
爾
丹
の
俊
略
を
報
じ
仁
も
の
Ｅ
比
較
し
て
み
る
ざ
、
束
華
鋒
什
六
年
九
川
戊
子
喀
爾
喀
土
謝
岡
汗
蚊
青
墨
爾
根
台
吉

辿
使
奏
に
、
鴫
剛
丹
普
至
。
我
等
輔
泄
使
致
覆
本
意
維
不
樺
。
然
肌
喀
剛
喀
之
在
厄
秤
特
唯
折
。
及
厄
稗
塒
之
向
典
略
舸

唯
辿
好
粁
。
仏
言
鴫
爾
丹
分
南
北
Ⅷ
路
米
攻
。
喀
削
喀
右
英
人
等
。
除
札
朧
克
側
汗
及
柵
克
得
皿
城
青
台
吉
之
外
。
除
仙

言
。
哨
閲
丹
典
兵
是
蛮
。
我
界
上
人
等
驚
健
峻
促
出
兵
。
赴
彼
雁
敵
。
処
以
率
兵
起
行
。
郷
去
年
盟
奔
時
。
札
院
克
州
汗

之
情
形
。
非
特
倫
書
阿
剛
尼
兇
之
。
他
人
亦
誰
知
之
。
披
見
今
與
厄
郷
塒
杜
蝋
剛
阿
卿
布
埋
台
吉
。
一
虚
遊
牧
。
肌
共
怖

欣
。
恐
脇
窺
伺
。
此
爲
馳
走
善
こ
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
蛎
爾
丹
か
ら
土
謝
剛
汗
に
書
を
逢
っ
て
交
渉
し
そ
ゐ
る
。
然
し
さ

う
し
に
堪
爾
丹
の
交
渉
も
ま
ざ
ま
る
に
至
ら
な
か
つ
仁
。
ご
同
時
に
鴫
鯛
丹
佼
遥
の
噂
が
商
ま
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
土

↑
謝
剛
汗
は
こ
の
噛
爾
丹
の
興
兵
は
躯
渡
で
あ
っ
て
、
界
上
の
人
等
驚
恨
し
て
川
兵
を
促
す
か
ら
、
こ
比
に
兵
を
率
ゐ
て
川

發
す
る
↑
迫
い
ふ
の
で
あ
る
。
ま
だ
蝋
剛
丹
の
出
動
せ
ぬ
前
に
そ
の
噸
に
よ
っ
て
川
兵
し
仁
も
の
ｌ
や
う
で
あ
る
。
ホ
ワ
ー

ズ
の
蒙
古
史
に
よ
る
ざ
、
・
秤
開
後
土
謝
州
汗
に
平
和
蛮
現
の
意
が
な
い
の
で
、
御
服
に
於
い
て
逹
帆
剛
嚥
の
代
表
新
を
經

悔
し
た
の
を
怒
っ
て
ゐ
に
蛎
爾
丹
は
使
を
送
っ
て
、
そ
の
苦
怖
を
の
べ
條
約
の
蛮
行
を
迫
っ
た
。
こ
の
使
の
苦
言
が
畔
爾

口

喀
の
胡
土
克
州
を
立
腹
さ
せ
、
彼
は
そ
の
使
を
縛
り
あ
げ
、
無
確
な
返
普
を
つ
け
て
突
き
か
へ
し
だ
。
こ
れ
に
つ
ど
い
て

兵
を
川
し
て
札
薩
川
汗
を
打
ち
破
り
、
そ
れ
か
ら
咄
剛
丹
の
領
地
に
怯
入
し
て
、
彼
の
弟
を
柿
へ
て
殺
し
そ
の
首
を
検
の

先
に
突
き
さ
し
て
衆
に
示
し
た
。
こ
れ
に
激
怒
し
て
噛
爾
丹
は
喀
爾
略
に
む
か
っ
て
大
畢
進
軍
し
た
の
は
何
等
驚
く
べ
き

Ｌ
ｌ

〆
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こ
さ
で
は
な
い
。
そ
の
車
中
に
は
父
西
喀
剛
喀
の
長
が
参
加
し
て
ゐ
龍
云
産
露
や
和
搾
鍛
怖
融
癖
稀
冊
）
、
こ
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
土
謝
固
汗
奏
巾
の
往
復
文
書
の
内
容
が
州
白
に
な
る
し
、
又
こ
れ
竿
に
ょ
２
Ｌ
先
攻
に
川
に
の
は
土
謝
岡
汗
で
あ

っ
た
ご
み
る
の
が
至
術
の
や
う
で
あ
る
。
烏
剛
布
迦
の
大
勝
後
、
匪
煕
帝
は
内
蒙
古
に
亡
命
中
の
喀
剛
略
蒙
古
《
哲
多
倫
諦

閥
の
地
に
會
盟
せ
し
め
て
、
正
式
に
浦
朝
に
服
脇
の
職
を
ご
ら
せ
た
が
、
そ
の
称
肌
に
於
い
て
先
・
つ
喀
附
略
が
哨
爾
丹
、
こ

榊
兵
す
る
に
至
っ
た
次
節
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
是
非
世
仙
を
定
め
に
が
、
こ
の
時
馬
齊
等
が
奏
し
て
、
土
洲
剛
汗
澤
ｌ

算
丹
巴
胡
士
克
州
等
・
燕
壌
喀
爾
喀
生
計
致
起
兵
端
・
共
引
罪
之
炎
妄
孵
札
院
克
州
汗
僻
克
得
黒
磯
削
根
阿
海
汗
喀
剛
喀
。

依
附
哨
秤
丹
沖
碩
克
剛
。
Ｎ
川
兵
繋
殺
之
。
巧
辞
掩
飾
殊
蹄
不
令
。
雁
蛎
北
謝
川
汗
削
去
汗
號
。
筋
間
散
台
吉
。
深
卜
奪

丹
巴
胡
土
克
剛
削
去
名
號
。
爾
小
咽
嚇
。
価
令
土
謝
鮒
汗
符
幡
癒
群
峰
恥
畔
冊
）
、
と
の
べ
て
ゐ
る
。
こ
の
賜
齊
等
の
奏
に
札

院
克
回
汗
が
聴
蘭
丹
に
投
じ
に
ご
い
ふ
の
は
邪
蛮
に
あ
は
い
。
そ
れ
を
口
蛮
ご
」
し
て
北
謝
岡
汗
罪
兵
端
を
起
し
云
糞
さ
め

る
の
は
ど
う
か
。
札
暁
克
川
汗
が
鴫
爾
丹
已
好
を
結
び
し
こ
さ
は
、
同
じ
く
ホ
ワ
ー
ス
に
脈
論
伯
勒
齊
の
悔
盟
に
カ
ル
マ

ｑ

ク
の
長
で
あ
・
り
札
薩
克
岡
汗
の
憩
曾
○
コ
で
あ
る
卿
剛
丹
の
代
表
薪
も
共
畦
に
ゐ
に
ご
い
ひ
、
又
蛎
剛
丹
の
甲
○
款
恩
沙
Ⅷ

云
産
を
い
っ
て
噛
剛
丹
を
そ
の
庇
泄
村
》
こ
し
て
ゐ
る
が
、
先
の
土
謝
川
汗
灘
卜
坤
丹
巴
の
叩
突
を
み
て
老
へ
て
も
剛
村
川

に
關
係
の
あ
っ
た
？
」
ざ
が
竹
肯
川
来
る
ご
お
も
ふ
。
覗
蛮
こ
の
問
題
に
よ
っ
て
土
捌
川
汗
ご
堪
關
丹
の
川
に
隙
を
生
じ
仁

も
の
で
あ
り
、
凧
粁
伯
仲
の
勢
力
の
川
に
い
る
ノ
ー
の
デ
マ
が
飛
び
、
途
に
韮
謝
岡
汗
の
方
か
ら
川
兵
し
た
も
の
で
は
な

い
か
Ｐ
ｃ
思
は
れ
る
。
一
方
蛎
爾
丹
は
叉
そ
の
川
兵
の
理
山
↓
と
し
て
、
粥
に
罪
な
く
し
て
札
朧
克
岡
汗
を
殺
し
、
更
に
催
入
し

て
我
が
弟
多
雨
濟
札
卜
を
殺
し
た
こ
、
こ
を
あ
げ
て
戦
の
責
任
は
喀
爾
略
に
あ
る
ご
主
張
し
て
ゐ
る
。
康
煕
帝
も
亦
公
然
こ

哨
燗
丹
使
入
術
昨
の
外
蒙
峅
爾
孵
三
三

】

Ｆ

Ｆ



I

●

螂
附
丹
僅
入
常
塒
の
外
蒙
喀
附
喀
一
三
三

れ
を
認
め
て
ゐ
に
や
う
で
あ
る
露
榊
唾
蝿
幟
巾
）
。
ゞ
西
域
に
勃
興
し
た
蛎
爾
丹
に
對
抗
し
て
隠
然
た
る
勢
力
を
術
へ
て
ゐ
だ

の
は
、
土
謝
州
汗
、
己
禰
卜
坤
丹
巴
の
兄
弟
で
あ
つ
に
。
ブ
ー
ル
ジ
ャ
ー
に
よ
る
Ｅ
、
こ
の
時
代
の
喀
剛
略
は
成
吉
斯
汗
の

世
渚
と
し
て
、
又
そ
の
發
群
の
地
に
住
む
新
さ
し
て
、
大
き
な
自
負
心
を
も
っ
て
全
蒙
古
民
族
に
臨
ん
で
ゐ
た
希
川
越
娠

塾
坤
十
）
こ
さ
が
わ
か
る
。
吾
堂
は
こ
の
自
負
心
を
も
っ
て
土
謝
岡
汗
は
鴫
削
丹
に
對
抗
し
た
こ
さ
を
知
る
ご
刑
時
に
、
倣

時
の
土
謝
岡
汗
は
も
は
や
喀
削
略
左
翼
の
土
謝
剛
汗
で
は
な
く
て
、
全
喀
剛
喋
の
長
さ
し
て
亜
吉
を
な
し
、
そ
の
渡
勢
力

を
擁
し
て
ゐ
た
こ
と
を
老
へ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

魏
源
の
聖
武
記
は
蝋
鯛
丹
の
蠕
剛
喀
侯
入
に
つ
い
て
、
御
喀
剛
喀
土
謝
剛
汗
。
執
殺
札
院
克
岡
汗
。
而
奪
共
妾
。
三
部

内
側
。
我
朝
謎
使
偕
両
赦
逹
帆
之
使
。
和
解
三
部
。
聴
剛
丹
使
共
族
人
多
爾
濟
札
布
随
而
硯
之
。
故
使
蝿
罵
土
謝
川
汗
。

以
激
共
怒
。
士
謝
岡
汗
果
執
殺
之
。
蛎
爾
丹
遂
薪
詞
報
復
。
揚
言
併
俄
羅
斯
兵
且
室
。
喀
爾
喀
探
之
。
無
共
覗
守
備
慨
。

而
噛
爾
丹
言
之
不
己
。
喀
剛
喀
征
不
信
。
哨
爾
丹
潜
辿
刺
肺
千
人
。
瀧
牧
共
地
。
喀
爾
喀
亦
不
以
爲
意
也
。
二
十
七
年
夏

蝋
胴
丹
領
勁
騎
二
両
。
遼
枕
愛
山
突
襲
共
帳
。
淋
牧
刺
肺
從
中
雁
之
。
土
謝
脚
汗
倉
卒
没
遁
（
雑
癖
榊
錘
さ
記
し
、
又
杵
川
時

の
蕗
爾
喀
蒙
古
に
就
い
て
、
初
略
附
喀
惟
雄
漠
北
。
及
巾
葉
専
倭
刺
肺
。
番
梵
唄
。
僻
武
事
。
叉
部
族
嗜
酒
。
自
机
陵
蔑

遂
爲
厄
榔
持
観
制
傘
鋤
識
韮
さ
述
べ
て
ゐ
る
。
蒙
古
民
族
の
衰
微
は
こ
れ
は
被
ふ
く
か
ら
ざ
る
歴
史
上
の
事
蛮
で
あ
る

が
、
西
北
一
帯
を
攻
略
席
捲
し
先
に
は
西
方
、
教
閏
に
ま
で
大
遠
征
し
て
ゐ
る
噛
爾
丹
の
軍
に
紛
砕
さ
れ
に
か
ら
ざ
て
、

倣
時
の
蕗
關
喀
を
直
ち
に
か
く
の
如
く
鮠
落
せ
る
蒙
古
Ｅ
観
る
の
は
あ
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
清
朝
治
下
に
入
っ
て
術
数
十

年
の
平
和
を
瀧
喫
し
た
魏
源
時
代
の
蒙
古
を
ざ
ほ
し
て
み
た
蒙
古
槻
で
は
な
い
か
。
こ
の
時
代
に
既
に
全
く
遊
惰
さ
な
り
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土
謝
岡
汗
に
代
っ
て
之
れ
等
の
罪
を
解
く
や
う
浦
朝
に
交
渉
し
た
も
い
で
あ
ら
う
。
そ
の
後
又
左
翼
の
川
旗
は
札
峠
克
川

汗
の
統
搬
す
る
も
の
で
あ
る
こ
さ
を
清
蠅
に
み
こ
め
さ
せ
る
に
成
功
し
仁
も
の
ご
忠
ば
れ
る
。
か
く
の
如
き
札
暁
克
川
汗

の
地
位
が
、
そ
の
後
長
い
冊
の
内
紛
に
よ
っ
て
そ
の
勢
力
を
失
朧
す
る
ご
共
に
忘
れ
ら
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
車
華
録
座
煕
一
千
九
年
五
月
叩
午
の
催
に
、
厄
稗
特
に
投
じ
て
阿
附
泰
山
南
に
ゐ
に
ざ
い
ふ
額
爾
克
阿
海
巴
郎
が
、

こ
の
時
浦
朝
に
來
降
し
て
、
札
朧
克
州
汗
は
喀
剛
略
七
旗
の
長
な
る
こ
《
と
を
述
べ
て
、
札
院
克
側
汗
の
後
繼
者
を
立
つ
る

こ
↑
と
を
諸
ふ
た
奏
言
が
載
っ
て
居
る
。
こ
れ
に
對
し
て
康
煕
帝
は
議
政
王
大
阪
等
に
談
せ
し
め
た
結
果
、
今
年
解
爾
喀
が

噛
燗
丹
佳
人
怖
昨
の
外
策
唯
爾
喀
一
三
川

長
は
士
洲
剛
汗
尋
こ
川
じ
く
諾
凌
和
か
ら
川
て
ゐ
る
。
喀
刑
喀
に
は
元
来
汗
號
は
な
か
っ
た
が
、
素
巴
鯆
、
変
布
、
碩
雌
の

時
代
に
至
っ
て
、
そ
れ
ｊ
Ｉ
札
除
克
剛
汗
士
謝
川
汗
耶
臣
汗
の
汗
號
を
ざ
な
へ
婿
遊
牧
記
に
よ
れ
ば
そ
の
三
汗
の
汗
號

を
、
こ
っ
た
の
は
略
Ｍ
時
代
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
み
れ
ば
右
翼
札
院
克
岡
汗
は
喀
附
解
の
Ⅲ
梼
埒
森
札
札
麥
剛
琿
台
吉
の
長
子
阿
什
海
述
爾
淡
雌
台
吉
の

子
孫
で
あ
る
。
そ
の
爲
、
全
喀
附
喀
か
ら
尊
敬
を
う
け
、
元
来
七
族
の
長
た
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
に
や
う
で
あ
る
。
皇
朝

蒲
部
要
略
を
み
る
ざ
、
順
流
三
年
車
阻
汗
孤
処
は
蘇
尼
特
部
長
等
を
筋
ひ
、
土
謝
剛
汗
等
も
こ
れ
に
關
係
し
て
清
朝
に
叛

旗
を
剛
し
た
。
そ
の
後
で
札
朧
克
剛
汗
素
巴
雛
は
代
っ
て
罪
ぜ
解
か
ん
琶
吋
族
俄
木
布
額
爾
徳
尼
ご
上
苔
し
て
好
を
乞
ふ

た
が
、
順
治
帝
は
こ
れ
に
對
し
て
そ
の
僻
は
惇
挫
で
あ
る
こ
い
２
Ｌ
拮
査
さ
れ
て
ゐ
る
。
叉
同
十
一
年
に
眼
治
帝
は
札
院

克
岡
部
人
額
爾
徳
尼
諾
木
獅
を
諭
さ
れ
て
、
剛
塞
一
両
。
喀
爾
喀
左
巽
山
族
。
皆
剛
統
撒
。
凡
有
赦
諭
岡
弗
迩
村
。
今
即
如

所
諦
Ｃ
可
速
筋
爾
部
長
遥
子
來
朝
云
糞
ご
あ
る
。
こ
れ
ら
を
み
る
、
ご
札
暁
克
岡
汗
は
自
ら
喀
爾
味
の
長
ざ
し
て
、
中
臣
汗

1
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來
降
し
て
愈
閲
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
に
決
定
す
る
こ
ご
に
な
っ
た
。
愈
蝿
大
含
照
雲
己
な
っ
た
東
華
録
康
煕
三
十
年
五
月

丙
戊
の
條
に
、
馬
濟
等
が
叉
奏
し
て
、
札
院
克
側
汗
乃
喀
爾
喀
七
旗
之
長
。
累
枇
好
誠
進
貢
。
札
院
克
州
汗
名
號
。
似
應

価
令
承
襲
さ
、
や
は
り
札
薩
克
岡
汗
が
略
爾
喀
七
旗
の
長
な
る
こ
ざ
を
の
べ
て
ゐ
る
。
喀
爾
略
右
翼
の
も
の
Ｌ
み
な
ち
か

清
朝
の
も
の
も
こ
れ
を
認
め
て
ゐ
に
こ
ざ
が
わ
か
る
。
先
に
引
用
せ
る
股
煕
什
三
年
二
月
庚
子
の
條
に
も
、
成
衰
が
逹
柧

珈
蜥
に
土
謝
岡
汗
が
逃
亡
軒
を
肺
遼
せ
し
め
な
い
こ
雲
こ
を
訴
へ
た
時
、
逹
帆
伽
蜥
が
七
旗
を
諭
し
て
、
汝
等
七
旅
は
共
に

札
朧
克
圃
汗
を
傘
ば
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
さ
を
説
い
て
ゐ
る
。
逹
帆
川
嚥
も
こ
れ
を
承
認
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

均
服
煕
帝
は
失
張
り
こ
の
黙
に
考
慮
ど
は
ら
ひ
、
多
倫
諾
爾
の
禽
蠅
に
於
い
て
札
除
克
川
汗
の
後
繼
考
を
た
て
る
時
、
現

在
の
子
は
幼
稚
な
る
鰯
、
皆
か
ら
巌
を
以
て
稲
せ
ら
れ
て
ゐ
た
汗
の
親
弟
策
妄
札
卜
を
立
て
、
彼
を
蚊
商
の
侭
位
和
孤
親

王
に
封
じ
て
ゐ
る
。
こ
の
喋
煕
叶
年
多
倫
諾
爾
大
衡
照
の
意
義
は
誠
に
大
き
い
。
雛
一
に
は
外
蒙
喀
爾
喀
を
し
て
正
式
に

清
朝
に
服
屍
の
職
を
さ
ら
せ
た
こ
さ
で
あ
つ
に
。
光
緒
大
浦
筏
典
訓
例
巻
九
両
六
十
九
封
僻
外
札
院
克
を
み
る
↓
己
、
外
蒙

古
王
族
の
封
鰐
は
全
て
股
煕
川
年
以
後
に
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
み
て
も
そ
の
間
に
服
脇
關
係
を
生
じ
、
旺
式
に
封
僻
さ

れ
た
の
は
大
命
側
以
後
ご
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
ｂ
節
二
に
は
長
年
に
わ
に
っ
に
略
爾
喀
の
内
紛
問
題
を
解
決
し
進
」
、
こ
で

、

あ
つ
↑
恰
噛
爾
丹
さ
對
陣
巾
↑
の
内
蒙
古
に
於
け
る
こ
の
大
命
肌
に
股
熈
帝
は
紛
争
絶
え
な
か
つ
挺
外
蒙
喀
剛
唯
に
對
し
て

如
何
な
る
政
策
を
ご
つ
泥
か
。
こ
比
に
特
に
注
意
す
べ
き
は
こ
の
鮎
で
あ
る
。
こ
の
御
盟
に
際
し
、
理
蒲
院
が
迩
旨
附
定

●

せ
る
喀
剛
略
王
族
の
席
次
が
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
ご
土
謝
剛
汗
、
澤
卜
奪
丹
巴
川
北
克
剛
、
札
騰
克
川
汗
の
弟
錐
妄
札
卜
、

耶
匝
汗
の
順
序
で
あ
り
。
こ
り
笹
節
一
行
ざ
し
て
餘
を
七
行
に
分
も
、
次
序
を
以
て
脂
に
つ
か
せ
て
ゐ
る
。
又
股
熈
帝
の

哨
棚
丹
怯
入
常
噛
の
外
蒙
喀
簡
略
三
一
玉

▲

I

｜
Ⅱ
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蝋
爾
丹
使
入
柑
咋
の
外
榮
喀
爾
喀
三
宝
〈

命
に
よ
っ
て
同
じ
く
御
開
に
臨
ん
だ
内
蒙
四
十
九
雄
、
乙
外
蒙
喀
棚
喀
は
Ｍ
列
に
お
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
ｋ
に
於
い
て
外
蒙
も

叉
内
蒙
四
十
九
旗
に
疫
施
き
れ
て
ゐ
に
旗
制
に
細
成
さ
れ
て
そ
の
官
侭
が
探
川
さ
れ
、
早
く
か
ら
服
脇
せ
る
内
蒙
四
十
九

旗
ご
一
覗
同
仁
に
み
ら
れ
る
こ
さ
に
な
つ
嘱
外
家
に
つ
い
て
は
こ
の
府
次
を
み
れ
ば
わ
か
る
や
う
に
、
士
謝
Ⅲ
汗
が
節

一
位
を
占
め
て
ゐ
る
の
を
み
る
ざ
、
土
謝
固
汗
を
喀
剛
略
に
於
け
る
長
に
る
地
位
に
据
え
仁
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
現

欣
保
持
を
主
眼
ざ
し
に
満
州
の
政
策
で
あ
る
こ
さ
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
蜜
際
喀
剛
喀
に
於
け
る
蜜
樅
蒋
は
士
謝
岡
汗
で

あ
り
、
特
に
札
薩
克
岡
汗
部
の
右
翼
蒙
古
が
散
亡
し
て
ゐ
に
梢
時
に
あ
っ
て
清
朝
治
下
に
投
降
し
た
略
爾
喀
蒙
古
は
、
左

翼
喀
爾
喀
を
主
禮
ざ
し
仁
も
の
Ｌ
や
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
常
然
な
こ
ぐ
」
比
思
は
れ
る
。
然
し
從
來
喀
閑
唯
の
長
で
あ

っ
た
札
朧
朧
克
圃
汗
に
對
し
て
は
へ
公
平
を
標
傍
し
た
清
朝
雫
こ
し
て
、
そ
の
後
繼
著
策
妄
札
卜
に
唯
一
人
妓
商
僻
位
の
和

砿
親
王
を
與
へ
北
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
時
策
妄
札
卜
は
汗
號
を
襲
い
で
ゐ
な
い
。
大
浦
蛮
鋒
を
み
て
も
土
謝
剛
汗
纐
卜

尊
丹
巴
の
次
に
嚇
し
た
の
は
親
王
策
妄
札
卜
で
あ
っ
て
、
土
謝
圃
汗
策
妄
札
卜
で
は
な
か
つ
に
や
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
柑

時
札
薩
克
剛
汗
の
現
存
せ
る
子
は
ま
だ
幼
く
、
策
妄
札
卜
に
親
王
を
與
へ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
策
妄
札
卜
も
ま
だ
箔
く

こ
の
時
皇
帝
は
皇
子
の
衣
冠
を
賜
っ
化
ご
い
ふ
弱
齢
で
あ
っ
た
の
、
こ
、
俄
時
右
翼
略
剛
喀
は
殆
ん
ざ
散
亡
し
て
ゐ
に
鮪
で

は
な
い
か
ざ
恩
は
れ
る
。
札
院
克
棚
汗
が
汗
號
を
襲
い
だ
の
は
康
熈
川
十
二
年
で
あ
る
。
蒙
古
遊
牧
記
に
、
三
十
年
特
封

策
旺
札
布
和
碩
親
王
。
代
領
部
衆
。
始
稲
札
薩
克
圃
汗
部
。
四
十
年
命
価
襲
號
ご
あ
っ
て
、
三
十
年
に
は
親
王
の
侭
位
を

與
へ
て
そ
の
部
衆
を
慨
せ
し
め
、
四
十
年
に
は
じ
め
て
汗
號
を
襲
い
だ
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
大
浦
禽
典
大
浦
一
統
志

等
の
官
書
に
は
何
れ
も
Ⅲ
十
二
年
に
な
っ
て
ゐ
る
。
皇
朝
藩
部
要
略
も
亦
四
十
年
だ
が
、
そ
の
蒋
部
祉
系
表
を
み
る
ざ
、

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。
■
■
■
■
０
１
１
１
且
■
■
■
。
ｑ
■
Ｈ
４
１
Ⅱ
１
Ⅱ
１
１
１
１
１
１
１
１
４
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｊ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
１
日
【
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矢
張
り
四
十
二
年
ざ
あ
る
。
本
文
の
方
は
四
十
一
年
四
士
一
年
の
記
事
な
く
Ⅲ
十
年
か
ら
四
十
三
年
に
ご
Ａ
で
ゐ
る
爲
、

鈴
雑
産
來
し
に
の
で
は
な
い
か
ご
恩
は
れ
る
。
こ
れ
等
の
記
事
に
よ
っ
て
汗
號
を
襲
い
だ
の
は
矢
張
り
凹
士
一
年
さ
し
て

を
く
。
哨
爾
丹
の
死
後
、
略
爾
喀
蒙
古
は
故
土
に
師
つ
た
が
、
共
虚
に
飾
っ
て
部
衆
も
錐
り
汗
號
を
襲
い
だ
も
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
當
時
右
翼
の
部
衆
散
亡
し
て
そ
の
多
く
は
左
翼
に
柴
り
、
左
翼
の
部
衆
過
多
に
悪
っ
て
ゐ
た
こ
ざ
は
、
謀
慶

大
情
一
統
志
略
脳
喀
文
中
の
註
に
引
川
せ
る
、
會
典
三
十
一
年
。
締
喀
爾
喀
旗
分
左
仙
。
分
爲
三
蹄
。
將
土
謝
岡
汗
之
十

七
札
朧
克
爲
後
路
。
耶
臣
汗
之
十
二
札
薩
克
筋
東
路
。
札
院
（
克
）
捌
之
九
札
隣
克
爲
西
路
。
各
按
族
分
給
印
に
よ
っ
て

わ
か
る
。
土
謝
脚
汗
車
臣
汗
の
合
計
二
十
九
札
薩
蒐
が
左
翼
で
あ
つ
に
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
に
對
し
て
札
院
克
州
汗
部
の

右
翼
は
僅
か
に
九
札
朧
克
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の
川
一
年
に
喀
捌
喀
が
從
来
左
右
翼
に
分
れ
て
ゐ
に
の
を
三
蹄
雫
こ
な
し
、

土
謝
圃
汗
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
左
翼
よ
り
車
臣
汗
部
を
凋
立
さ
せ
る
こ
さ
に
な
つ
た
も
の
琶
思
は
れ
る
。
蒙
古
遊
牧
記
喀

剛
喀
總
叙
を
み
る
雪
と
、
康
熈
川
五
年
朔
淡
平
定
し
て
喀
剛
喀
諸
部
が
再
び
醤
牧
に
迷
っ
た
時
は
、
三
部
を
細
し
て
五
十
五

旗
直
な
し
て
ゐ
る
。
そ
の
五
十
五
旗
の
下
に
あ
る
註
に
、
理
藩
院
則
例
。
Ⅲ
什
業
Ⅲ
汗
。
車
臣
迂
蔀
群
Ⅲ
土
一
流
台
吉

内
云
糞
さ
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
計
算
す
る
壷
こ
札
薩
克
岡
汗
部
は
こ
の
時
ｔ
一
旗
に
な
っ
て
ゐ
る
。
川
一
年
よ
り
川
五
年

に
至
る
間
に
圃
什
業
剛
汗
車
臣
汗
の
二
部
落
に
て
十
川
旗
の
増
加
を
し
て
ゐ
る
の
に
對
し
て
《
札
朧
剛
汗
部
は
三
旗
を
増

し
に
の
み
で
あ
る
。
か
く
て
雍
正
三
年
に
な
っ
て
更
に
土
謝
洲
汗
部
よ
り
擬
音
諾
顔
部
十
九
族
を
分
離
し
て
一
部
ご
な
し

に
こ
さ
は
、
呈
朝
蒲
部
要
略
に
：
：
：
凡
十
九
札
薩
克
。
別
爲
一
部
。
以
共
饗
喬
諾
顔
號
冠
之
。
稲
略
剛
喀
中
路
。
不
復
隷

土
謝
剛
汗
。
喀
附
略
布
四
部
。
自
此
始
を
あ
る
に
よ
っ
て
窺
ひ
知
ら
れ
る
。
遊
牧
記
略
剛
峅
細
叙
に
よ
る
ご
雍
正
三
年
に

蝋
蛎
丹
催
入
術
時
の
外
蒙
喀
爾
喀
一
三
七

I
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1
1

ご
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
。

哨
剛
丹
の
指
摘
し
た
土
謝
Ⅲ
汗
の
倣
慢
横
暴
は
、
僻
時
喀
剛
喀
に
占
め
に
そ
の
勢
力
ご
併
せ
老
ふ
る
時
、
そ
れ
は
亦
蛮

●

で
あ
っ
た
こ
さ
が
首
肯
出
來
る
。
土
謝
川
汗
自
身
そ
の
行
爲
の
不
正
な
る
産
み
さ
め
て
ゐ
た
こ
ざ
は
、
二
川
の
。
御
州
に
川

蜥
せ
ず
、
清
朝
治
下
に
入
っ
て
か
ら
も
尚
ほ
清
朝
が
噛
爾
舟
こ
の
間
に
姉
和
せ
し
め
ん
さ
し
た
會
盟
を
拒
ん
で
居
り
（
郷
岼

畔
剛
睡
咋
獅
）
川
年
の
大
命
皿
叩
皿
に
於
い
て
は
じ
め
て
自
已
の
非
を
認
め
謝
罪
し
て
汗
號
を
許
さ
れ
た
、
こ
れ
等
を
み
て
も
わ

か
る
の
で
あ
る
。
然
し
垂
曼
は
蝋
爾
丹
さ
拮
抗
し
た
土
謝
州
汗
を
お
も
ふ
さ
ぎ
、
そ
の
影
に
あ
っ
た
哲
卜
尊
丹
巴
胡
土
克

剛
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ホ
ワ
ー
ス
に
も
土
謝
川
汗
が
札
薩
克
剛
汗
の
逃
亡
者
を
與
へ
な
か
っ
た
の
は
、
稗
卜
坤
丹
巴

の
言
に
よ
っ
た
や
う
に
の
べ
て
ゐ
る
が
．
か
の
応
論
伯
勒
齊
の
禽
盟
に
打
卜
尊
丹
巴
が
使
者
こ
し
て
臨
席
し
た
の
は
、
西

藏
書
と
清
朝
の
主
唱
下
に
會
盟
を
餘
隣
な
く
さ
れ
た
結
果
、
遂
に
哲
卜
尊
丹
巴
自
身
が
や
む
な
く
出
馬
す
る
こ
さ
に
な
っ
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
哲
卜
尊
丹
巴
胡
土
克
川
所
調
蒙
古
雛
一
代
析
佛
の
偉
大
に
就
い
て
は
い
る
ｊ
、
の
諦
話
が
蒙
古
人

凸

の
冊
に
残
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
節
一
代
活
佛
こ
そ
土
謝
剛
汗
部
の
変
椛
荊
で
あ
り
、
杢
喀
恥
喀
を
率
ゐ
て
ゐ
に
の
で
あ
る
。

英
雄
蝋
爾
丹
の
侵
入
し
た
喀
爾
唯
に
は
又
こ
の
偉
大
な
る
活
佛
が
ゐ
に
。
こ
の
鮎
に
特
に
注
意
し
た
い
↓
こ
お
も
ふ
。

清
朝
治
下
に
入
っ
た
土
謝
剛
汗
の
勢
力
は
漸
次
削
減
さ
れ
に
の
で
あ
る
が
、
・
全
喀
爾
喀
に
於
け
る
哲
卜
奪
丹
巴
胡
土
克

●

■

剛
の
地
位
は
、
庫
煕
帝
の
保
維
下
に
益
今
て
の
地
歩
を
間
め
に
。
然
し
こ
れ
は
從
來
占
め
た
胡
土
克
川
の
地
位
を
峨
煕
帝

噛
術
舟
催
入
術
昨
の
外
策
喀
術
喀
一
三
八

は
四
部
七
十
四
旗
に
な
っ
て
ゐ
る
。
か
う
し
て
略
附
喀
の
Ⅲ
大
部
が
成
立
し
た
が
、
そ
れ
は
土
謝
川
汗
部
の
勢
力
削
減
の

政
策
さ
し
て
生
れ
出
た
も
の
で
あ
り
、
喀
剛
略
の
平
和
は
こ
れ
以
後
、
川
大
部
の
勢
力
均
術
狄
態
に
よ
っ
て
保
た
れ
る
こ

”



が
利
用
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
・
喀
爾
曙
に
於
い
て
そ
れ
ま
で
占
め
た
哲
卜
尊
丹
巴
胡
土
克
剛
の
地
位
は
、
多
倫
諾
爾

大
會
盟
に
於
い
て
土
謝
剛
汗
に
つ
ぐ
席
次
に
あ
る
の
を
み
れ
ば
略
わ
か
る
。
ポ
ズ
ド
’
一
エ
フ
の
蒙
古
及
び
蒙
古
人
に
よ
る

ざ
、
哲
卜
尊
丹
巴
胡
土
克
剛
は
又
こ
の
大
命
照
に
於
い
て
始
め
て
艇
煕
帝
に
調
兄
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
席
上
股
煕
帝

に
蒙
古
諸
王
を
紹
介
し
た
の
は
彼
で
あ
り
、
一
た
そ
の
人
物
誹
笹
下
し
て
渦
兄
せ
し
め
に
翁
科
節
）
Ｅ
い
ふ
。
こ
れ
よ
り

先
さ
喀
剛
略
が
清
朝
に
來
降
し
龍
の
も
一
に
彼
の
言
に
よ
っ
て
沢
し
に
ご
い
ば
れ
て
ゐ
る
。
噛
爾
丹
の
催
略
に
辿
っ
て
喀

、

爾
喀
蒙
古
は
露
西
亜
に
降
る
・
べ
き
か
、
乃
至
は
支
那
に
附
く
・
べ
き
で
あ
る
か
に
迷
っ
て
沢
を
哲
卜
愈
丹
巴
胡
土
克
剛
に
諸

ふ
た
。
そ
の
時
胡
土
克
剛
は
、
俄
國
は
も
妻
こ
佛
を
奉
ぜ
ず
、
智
俗
は
我
等
ざ
異
り
異
・
言
異
服
で
あ
り
、
久
し
く
安
住
す
る

虎
で
は
な
い
・
ざ
う
し
て
も
全
部
支
那
に
投
じ
て
醐
年
の
耐
を
得
る
に
如
か
す
、
ご
い
っ
て
、
途
に
股
煕
帝
に
投
降
す
る
こ

ざ
に
な
っ
た
Ｅ
い
ふ
。
こ
れ
ば
か
の
松
湾
が
綏
服
紀
略
に
於
い
て
述
、
曼
Ｌ
一
？
○
虚
で
あ
り
．
そ
れ
が
叉
蒙
古
遊
牧
記
に
引

川
さ
れ
た
註
文
附
記
を
み
て
も
わ
か
る
や
う
に
、
柑
時
か
ら
蒙
古
人
冊
に
仰
へ
ら
れ
に
除
り
に
も
有
名
な
史
話
で
あ
る
。

か
う
し
に
事
怖
は
又
そ
の
以
後
朧
煕
帝
さ
活
佛
を
兄
弟
も
た
だ
な
ら
ぬ
開
係
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
柑
時
の
活
佛
が

妓
初
か
ら
清
朝
に
降
る
意
岡
が
あ
つ
に
か
ぎ
う
か
は
雀
だ
疑
は
し
い
◎

コ
ロ
ス
ト
ヴ
イ
シ
シ
の
成
吉
斯
汗
よ
り
ソ
ヴ
イ
ェ
ー
ト
共
和
側
ま
で
に
よ
る
書
こ
、
彼
は
蝋
爾
丹
の
催
略
を
う
け
る
や
、

世
ち
に
ト
ラ
ン
ス
等
ハ
イ
カ
ル
に
ゐ
た
俄
雑
斯
の
使
節
ゴ
ロ
ウ
イ
ン
に
使
村
を
仁
て
ｋ
、
俄
維
斯
の
叫
比
こ
し
て
細
入
し
て

も
ら
ふ
こ
さ
を
仁
の
ま
せ
た
。
然
し
使
粍
が
今
コ
ロ
ウ
イ
ン
の
下
に
現
れ
仁
の
は
、
既
に
喀
爾
畔
が
沌
洲
人
に
降
服
し
て
し

ま
つ
に
後
で
あ
つ
に
（
調
秘
錐
）
ご
い
ふ
。
股
煕
什
七
年
七
川
哲
卜
坤
丹
巴
胡
土
克
州
は
浦
朝
へ
恥
鯛
丹
の
佼
人
を
報
じ
て

噛
術
丹
便
人
備
岬
の
外
紫
喀
剛
喀
一
三
九

l
l
l
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哨
爾
丹
催
入
柑
昨
の
外
禁
喀
鰯
喀
二
川
○

ゐ
る
が
、
そ
の
九
〃
に
は
土
謝
脚
汗
毒
こ
共
に
浦
朝
に
米
攻
し
て
ゐ
る
”
そ
の
途
上
對
・
癖
交
渉
に
派
遥
さ
れ
に
支
那
側
の
使
節

阿
剛
尼
等
、
と
遇
っ
て
ゐ
る
・
こ
れ
は
カ
ー
ヘ
ン
箸
早
期
の
碑
文
關
係
に
よ
る
ざ
、
ゴ
ロ
ウ
イ
ン
は
一
六
八
七
年
十
川
か
ら
一

六
八
九
年
六
川
ま
で
、
ウ
デ
イ
ン
ス
ク
、
セ
レ
ン
ギ
ン
ス
ク
の
地
方
に
殆
ん
ざ
二
ヶ
年
Ⅷ
滞
在
し
て
ゐ
る
。
そ
の
領
コ
ロ
ウ
イ

ン
さ
御
識
す
る
筈
に
な
っ
て
ゐ
に
セ
レ
ン
ギ
ン
ス
ク
に
往
く
支
那
側
使
節
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ヤ
使
節
ざ
し
て
こ
の
地
方
に

派
遥
さ
れ
た
琴
コ
ロ
ウ
ィ
ン
は
先
づ
露
支
脚
係
緊
迫
の
際
さ
て
、
蒙
古
雪
こ
開
係
を
紬
ば
ん
ご
し
、
そ
の
鰯
一
六
八
六
年
モ
ス

コ
ー
出
發
以
来
二
ヶ
年
間
草
逝
を
く
っ
て
を
り
、
ウ
ル
ガ
即
ち
庫
倫
の
胡
土
胡
岡
の
下
に
迅
使
し
て
好
意
あ
る
手
紙
ざ
贈

物
を
送
っ
て
ゐ
る
（
桐
耕
嘩
に
癖
西
僻
）
の
を
み
る
ご
哲
卜
尊
丹
巳
ヒ
ゴ
ロ
ウ
イ
ン
の
關
係
も
叉
以
前
か
ら
生
じ
て
ゐ
に
こ
Ｅ

が
わ
か
る
。
之
等
か
ら
み
て
こ
の
ロ
シ
ヤ
遥
使
は
決
し
て
突
飛
な
事
件
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
・
喀
爾
略
が
活
佛
の
一
言

に
よ
っ
て
清
朝
服
馬
ご
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
や
む
を
得
な
い
事
怖
の
も
ざ
に
行
は
れ
に
亡
み
る
べ
き
獣
が
あ
り
、
そ
の
妓
初

に
●
は
態
度
決
せ
ず
俄
雑
斯
に
も
使
彩
迭
つ
に
の
で
あ
っ
た
。
ボ
ズ
ド
’
一
エ
フ
に
よ
る
Ｅ
、
喀
爾
略
が
満
期
に
投
降
す
る
や

う
に
決
定
し
化
の
は
、
噛
剛
丹
に
追
は
れ
て
境
外
に
出
て
内
蒙
の
阿
魯
額
埒
蘇
岡
に
會
盟
を
打
っ
て
、
哲
卜
奪
丹
巴
の
決

を
求
め
に
結
果
で
あ
っ
た
念
蝿
睡
轌
古
）
ご
い
ふ
。
既
に
清
朝
勢
力
下
の
内
蒙
に
入
っ
て
、
大
勢
既
に
定
つ
に
後
の
決
意
で

あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。
倣
時
外
蒙
に
對
す
る
俄
雑
斯
琶
清
朝
の
勢
力
關
係
を
み
る
時
、
寧
ろ
俄
雑
斯
に
投
じ
て
味
爾
喀
の

猫
立
を
は
か
ら
ん
さ
し
仁
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
喀
閥
曙
に
雄
秘
せ
ん
さ
し
龍
活
佛
の
老
さ
し
て
は
、
そ
の
方
が
自
然

の
や
う
に
思
は
れ
る
。
こ
の
蒙
古
第
一
代
活
佛
哲
卜
尊
丹
巴
胡
土
克
悩
こ
そ
、
そ
の
後
に
於
け
る
外
蒙
喀
爾
喀
の
蓮
命
を

決
し
た
も
の
さ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
こ
の
裁
決
の
一
言
を
與
へ
に
と
い
ふ
の
み
で
は
な
く
、
も
つ
ご
遠
く
深
い
原

1
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凸』

、

喝
爾
丹
の
喀
爾
略
俊
入
に
つ
い
て
は
ご
う
し
て
も
彼
Ｅ
剛
聴
教
の
開
係
を
明
同
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

厄
魯
持
の
博
克
碩
汗
蝋
燗
丹
ご
略
削
喀
の
哲
卜
尊
丹
巴
胡
土
克
岡
温
都
蘭
枅
根
は
、
共
に
関
城
に
入
っ
て
剛
嚇
教
を
修

め
て
を
り
、
第
五
代
逵
斌
卿
嚇
納
旺
維
卜
賊
札
卜
素
の
弟
子
で
あ
っ
て
、
そ
の
汗
號
名
號
は
何
れ
も
逵
加
剛
嚇
か
ら
附
ら

れ
仁
も
の
で
あ
つ
に
。
第
五
代
逵
頼
剛
嚇
は
歴
代
逹
頼
剛
嚇
巾
の
傑
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
初
め
青
海
和
砿
脚
部
山
徹
賓
汗

を
四
職
に
招
き
、
そ
の
兵
力
に
よ
２
Ｌ
剛
味
教
の
流
派
を
抑
へ
て
黄
教
剛
嚇
を
流
布
せ
し
め
た
が
、
そ
の
後
彼
の
勢
力
は

変
に
政
教
雨
方
面
に
わ
に
っ
て
西
賊
新
確
蒙
古
の
西
方
諦
國
を
唾
し
て
ゐ
た
。
そ
の
爲
雛
五
代
逹
邨
Ⅷ
卿
の
死
す
る
や
、

そ
の
死
は
擾
乱
の
虞
が
あ
る
『
こ
て
公
表
さ
れ
ず
、
十
六
年
Ⅲ
の
長
年
Ⅱ
そ
の
死
が
秘
せ
ら
れ
て
ゐ
た
・
・
そ
の
川
逹
帆
剛
卿

の
地
位
に
あ
っ
て
蛮
椛
を
握
っ
て
ゐ
た
の
は
、
逹
帆
剛
嚥
の
節
巴
（
股
煕
帝
の
勅
諭
中
に
理
事
の
人
さ
あ
り
）
桑
結
で
あ

っ
た
。
こ
の
怪
備
の
時
代
に
聴
閥
丹
の
喀
剛
喀
佼
入
が
行
は
れ
て
ゐ
る
鰯
、
那
件
が
非
常
に
複
雑
さ
な
り
、
且
つ
阿
賊
、

西
北
地
方
一
帯
に
渉
り
、
剛
嚇
教
に
も
開
す
る
こ
こ
典
て
史
料
に
乏
し
く
、
そ
の
腫
相
は
明
瞭
を
峡
苔
也
ち
に
断
定
を
下

し
得
な
い
も
の
が
悲
箔
多
い
の
で
あ
る
が
、
自
分
は
こ
叉
に
於
い
て
も
又
そ
の
初
期
の
問
題
に
つ
い
て
一
、
二
考
察
し
て

み
た
い
。

因
、
即
ち
愉
時
土
謝
側
汗
部
の
勢
力
を
背
景
ざ
し
て
全
略
削
喀
を
か
く
の
如
き
壯
態
に
導
い
た
責
任
新
さ
し
て
常
然
哲
卜

尊
丹
巴
胡
土
克
伽
は
今
日
か
ら
省
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
芭
考
へ
る
の
で
あ
る
。

唯
爾
丹
住
入
術
昨
の
外
蒙
喀
爾
喀

(三）
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醐
爾
丹
佼
入
常
昨
の
外
装
喀
爾
塔
二
門
二

束
華
鋒
廿
六
年
七
Ⅱ
叩
戌
の
催
に
侍
誼
海
三
代
は
俄
時
對
撚
談
判
使
邸
こ
し
て
そ
の
途
上
に
あ
っ
た
阿
剛
尼
の
使
こ
し

て
、
澤
卜
尊
丹
巴
の
虎
に
和
き
そ
い
途
上
氾
科
特
車
に
遇
ひ
、
蛎
剛
丹
の
奏
疏
を
粥
へ
て
師
っ
て
ゐ
る
。
そ
い
疏
に
は
、

灘
卜
尊
丹
巴
胡
州
克
川
土
謝
州
汗
は
逹
執
Ⅷ
城
の
教
に
述
ひ
、
蝋
剛
丹
Ⅲ
勒
川
を
尊
び
職
せ
ず
、
之
に
告
ぐ
る
に
慨
法
を

以
て
し
た
が
雛
か
十
、
党
に
兵
を
興
し
て
製
氷
し
た
。
我
は
述
帆
州
嚥
の
雌
に
仗
っ
て
來
っ
て
そ
の
届
を
殿
し
に
の
で
あ

る
・
彼
祁
人
は
衆
の
許
す
所
で
は
な
く
殆
ん
ざ
往
く
所
が
な
い
、
た
ゞ
こ
ひ
往
く
Ｅ
も
亦
細
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
云
令

叉
海
三
代
に
堀
し
て
稗
奏
し
て
澤
卜
尊
丹
巴
は
天
朝
に
來
り
投
ず
れ
ば
拒
絶
す
る
か
、
之
彩
描
へ
て
典
へ
ょ
を
の
べ
て
ゐ

○

る
。
こ
れ
が
恥
剛
丹
の
喀
剛
喀
催
入
に
あ
淀
っ
て
清
朝
に
お
く
っ
た
妓
初
の
奏
疏
い
や
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
れ
ば
土
湖

剛
汗
哲
卜
尊
丹
巴
は
逹
粒
Ⅷ
卿
の
教
に
逹
ひ
云
糞
が
出
兵
の
理
山
に
な
っ
て
を
り
、
そ
れ
に
は
廿
五
年
の
・
梅
川
に
於
け
る

哲
卜
尊
丹
巴
の
不
遜
が
直
接
問
題
に
な
っ
て
ゐ
る
こ
さ
が
わ
か
る
。
こ
の
禽
照
に
於
け
る
恥
爾
丹
阿
勒
州
に
對
す
る
獅
卜

●

尊
丹
巴
の
抗
鯉
は
何
れ
の
香
に
も
説
く
所
で
あ
る
が
、
哲
卜
鰊
丹
巴
ご
し
て
は
、
又
そ
れ
に
は
一
つ
の
理
山
か
あ
つ
に
や

う
に
忠
は
れ
る
。
大
浦
愛
鋒
廿
五
年
六
川
乙
卯
の
洋
卜
奪
丹
巴
の
通
論
穫
奏
を
み
る
ざ
、
．
．
…
・
今
蒙
聖
慈
。
念
喀
剛
喀
七

族
不
睦
。
・
遥
使
於
逹
帆
剛
卿
。
而
逹
加
剛
嚥
亦
遥
叫
〆
附
亜
四
勒
剛
燗
使
赴
肌
。
諭
臣
亦
至
盟
謹
。
共
議
共
亦
。
厭
糊
迩
胃

岡
赴
盟
所
。
喝
械
公
瀧
。
以
仰
刑
聖
懐
ぐ
」
あ
っ
て
、
胡
土
克
刷
の
称
阻
に
臨
ん
だ
の
は
浦
朝
の
命
に
よ
っ
て
川
席
し
た
こ

さ
が
わ
か
る
。
然
し
又
そ
の
柊
に
上
命
移
丈
尚
害
阿
Ⅷ
尼
。
哨
剛
亜
西
勒
岡
等
知
之
、
こ
あ
る
の
を
み
る
ざ
、
哲
卜
尊
丹
巴

の
出
席
は
獅
盟
が
近
づ
い
て
突
差
に
決
定
し
た
こ
、
こ
が
明
瞭
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｍ
上
廿
五
年
乙
酉
の
條
に
、
逹
蚊
剛
嚇
さ

約
定
の
日
も
近
つ
い
に
か
ら
阿
剛
尼
等
を
前
往
せ
し
め
、
又
喀
胴
喀
各
地
に
使
を
遜
り
森
盟
妙
開
催
を
報
ぜ
し
め
て
ゐ
る
。
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こ
の
報
を
も
に
ら
し
た
虎
土
謝
岡
汗
部
の
態
度
に
よ
り
含
盟
困
難
ご
み
に
か
ら
、
念
に
哲
卜
尊
丹
巴
を
そ
の
主
催
将
の
一

人
に
加
へ
た
の
か
。
乃
至
は
こ
の
報
に
接
し
て
土
謝
岡
汗
部
ば
う
ろ
に
へ
胡
土
胡
州
の
方
か
ら
清
朝
に
交
渉
し
て
、
か
う

し
た
形
式
に
て
出
席
す
る
こ
さ
》
」
な
っ
た
の
か
。
悶
川
月
の
命
蝿
が
十
凡
ま
で
延
び
て
ゐ
る
の
ば
か
う
し
に
原
因
に
よ
つ

に
の
で
は
な
い
か
き
考
へ
ら
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
彼
は
土
謝
岡
汗
の
代
理
ざ
し
て
川
啼
し
た
の
で
は
な
い
。
同
上
竹
五

年
十
月
戊
午
の
條
に
、
理
群
院
間
普
阿
剛
尼
が
．
稗
照
の
次
節
結
果
を
報
告
し
て
、
厄
等
遂
令
剛
汗
及
濟
挫
台
吉
等
。
於
本

月
二
十
三
日
稔
選
所
脇
才
能
塞
桑
六
十
餘
人
。
倶
至
喀
附
喀
哨
剛
血
両
勒
川
澤
卜
坤
丹
巴
胡
土
克
岡
前
。
設
立
飛
奔
。
耐

翼
互
相
侵
占
之
台
吉
人
民
。
令
各
歸
本
主
。
一
切
唯
結
事
件
。
帆
森
定
完
締
さ
あ
る
。
こ
Ｌ
に
剛
汗
さ
あ
る
の
を
兄
る
ご

果
し
て
土
謝
剛
汗
自
身
が
川
馬
し
た
の
で
あ
る
か
、
二
十
五
年
川
川
、
叩
臣
汗
の
虎
に
も
造
使
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る

ざ
、
そ
の
出
席
が
老
へ
ら
れ
、
｜
」
れ
ば
札
朧
克
剛
汗
ご
車
臣
汗
を
意
味
す
る
の
か
、
乃
至
は
こ
の
命
州
に
臨
席
し
て
ゐ
る

土
謝
剛
汗
の
長
子
端
爾
旦
多
爾
濟
か
、
弟
の
測
節
什
里
の
何
れ
か
汗
を
代
表
し
た
の
か
、
こ
れ
等
の
鮎
は
明
瞭
で
は
な
い

が
、
直
に
か
く
彼
は
土
謝
川
汗
の
代
理
ざ
し
て
唾
な
く
、
全
喀
附
喀
問
題
を
解
決
す
る
胡
土
克
川
書
こ
し
て
臨
席
し
仁
も
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
と
云
っ
て
直
ち
に
逹
粒
剛
嚥
の
使
蒋
さ
同
等
の
肺
に
つ
く
理
山
に
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
要
求
し
た

根
蝶
も
亦
老
へ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

蝋
爾
丹
は
然
し
土
謝
州
汗
哲
卜
坤
丹
巴
胡
土
克
剛
を
攻
盤
し
た
の
は
、
服
に
冊
五
年
禽
照
の
聯
に
於
け
る
無
慨
の
み
で

は
な
か
っ
た
。
彼
が
土
謝
剛
汗
兄
弟
を
逹
帆
剛
嚥
の
教
に
述
ひ
、
進
航
剛
城
の
敵
で
あ
る
き
、
こ
肌
を
雌
後
の
蚊
後
ま
で

口
に
し
た
の
を
み
る
￥
こ
、
も
つ
、
己
深
い
理
曲
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
た
『
こ
ひ
そ
の
佼
略
行
爲
を
糊
塗
す
る
口
愛

噛
爾
丹
便
入
侭
叶
の
外
栄
喀
附
喀
二
川
三

１
１

「
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螂
鯛
丹
住
入
岱
峠
の
外
装
喀
禰
喀
二
Ⅶ
川

に
過
ぎ
な
か
つ
仁
に
し
て
も
、
口
蛮
さ
な
り
得
る
根
蝶
が
あ
っ
た
こ
こ
を
お
も
ふ
。
こ
上
に
於
い
て
哲
卜
愈
丹
巴
の
地
位

そ
の
も
の
を
槻
察
し
て
老
へ
て
み
ね
ば
な
ら
な
い
。
蒙
古
研
究
特
に
剛
峨
教
研
究
の
第
一
人
蒋
ボ
ズ
ド
ニ
ェ
フ
の
名
蕃
蒙

古
及
ぴ
蒙
古
人
愈
獅
鋤
錘
唾
に
は
、
塒
に
哲
布
尊
丹
巴
胡
土
克
川
の
呼
弼
剛
竿
に
開
す
る
一
章
が
あ
つ
で
、
現
地
に
て
採

集
せ
る
安
料
傅
読
の
研
究
が
戦
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
禰
卜
愈
丹
巴
に
開
す
る
蚊
も
ま
さ
ま
っ
た
研
究
の
や
う
に
恩
ふ
が
、

こ
比
に
紙
面
の
都
合
上
」
た
引
用
は
出
来
な
い
。
こ
の
ボ
ズ
ド
｜
王
フ
の
記
述
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
は
、
蝋
剛
丹
軍
の

妓
初
に
使
入
し
た
厄
魯
徳
尼
招
の
寺
院
は
述
帆
剛
嚇
派
に
對
立
し
た
樺
迦
派
の
処
て
龍
も
の
で
あ
っ
に
こ
Ｅ
、
派
佛
の
地

位
も
叉
逹
狐
剛
嚇
に
よ
２
Ｌ
認
定
さ
れ
仁
も
の
で
あ
る
さ
い
２
Ｌ
も
、
彼
が
そ
の
勢
力
を
外
蒙
に
張
る
一
手
段
さ
し
て
推

し
た
も
の
で
、
地
位
そ
の
も
の
は
逹
狐
卿
嚇
の
宗
派
に
風
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
に
。
即
ち
彼
は
逹
職
Ⅷ
暁
か
ら
黄
教
派

の
奥
義
を
授
け
ら
れ
た
弟
子
で
は
あ
る
が
、
そ
の
哲
卜
奪
丹
巴
は
樺
迦
派
の
グ
ラ
ナ
ク
の
呼
弼
爾
汗
で
あ
っ
て
、
逹
戦
剛

嚇
さ
元
来
仇
敵
開
係
で
あ
っ
た
宗
派
に
脇
し
て
ゐ
る
こ
ざ
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
鮎
か
ら
そ
の
後
蛎
剛
丹
が
両
方
に
荊
擴
し

て
、
西
城
琶
略
爾
喀
の
關
係
が
疎
通
を
な
る
に
至
っ
て
、
自
然
凹
赦
に
依
存
し
な
く
な
つ
に
こ
さ
が
老
へ
ら
れ
る
。

同
書
同
章
に
は
叉
、
一
六
五
一
年
活
佛
が
喀
剛
略
に
蹄
る
さ
、
逹
頼
剛
蜥
の
崇
拝
科
ご
な
り
、
ゲ
ル
ー
笏
奈
ハ
派
の
尊
信

希
さ
な
っ
た
か
ら
、
從
來
解
鯛
喀
に
行
は
れ
に
稗
迦
派
流
の
儀
式
宗
規
等
を
根
絶
す
る
に
力
を
識
し
た
で
あ
ら
う
ご
忠
は

れ
る
が
、
全
く
こ
れ
に
開
す
る
誰
差
の
な
い
の
は
怪
し
む
べ
き
で
あ
る
。
想
ふ
に
活
佛
ご
同
行
し
た
ゲ
ル
ー
グ
零
〈
派
の
剛

嚇
輩
（
六
百
人
ご
い
ふ
）
は
喀
爾
喀
に
教
義
の
發
逹
し
た
る
程
度
の
微
糞
に
る
を
み
て
、
喀
爾
喀
人
Ｅ
は
毫
も
季
ふ
こ
さ

な
く
、
人
民
が
知
ら
ず
識
ら
ず
の
間
に
之
を
自
派
に
化
す
る
こ
Ｅ
が
川
來
る
さ
宏
破
し
た
も
の
ら
し
い
。
是
を
以
て
西
赦

’
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の
剛
嚇
逵
が
苦
心
し
た
の
は
、
唯
活
佛
を
し
て
繰
迦
派
の
古
寺
に
住
ま
は
せ
な
い
こ
ぐ
」
で
あ
っ
た
。
か
く
て
新
寺
院
の
建

立
に
着
手
し
た
が
、
そ
の
一
つ
が
今
日
の
庫
倫
で
あ
っ
た
こ
さ
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
等
の
記
事
に
依
っ
て
先
に
阿

巴
岱
汗
の
持
ち
師
つ
た
剛
嚇
教
は
稗
迦
派
に
厩
し
仁
も
の
で
あ
る
こ
さ
が
わ
か
る
し
、
そ
の
後
川
蒙
官
等
黄
教
流
布
に
誰

力
し
た
こ
い
っ
て
も
、
尚
ほ
依
然
と
し
て
黄
教
以
外
の
栄
派
の
勢
力
が
支
配
し
た
こ
Ｅ
は
同
書
に
又
か
の
樺
迦
派
の
グ
ラ

、
ブ
タ
が
西
職
か
ら
迎
へ
ら
れ
て
蚊
後
に
蒙
古
で
死
ん
で
ゐ
る
軸
等
か
ら
老
へ
ら
れ
る
。
に
ご
蒙
古
人
の
教
錐
が
發
逹
し
て

ゐ
な
か
つ
仁
爲
、
こ
れ
ら
の
教
派
は
史
上
に
残
る
や
う
な
大
問
題
を
惹
起
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
哨
爾

丹
が
哲
卜
尊
丹
巴
は
逹
帆
刷
孵
の
敵
な
り
ご
総
し
て
喀
爾
喀
に
侵
入
し
、
先
づ
厄
郷
徳
尼
招
を
襲
ひ
て
柑
時
喀
爾
略
に
於

け
る
蚊
大
の
寺
院
を
焼
き
桃
ひ
、
更
に
ホ
ワ
ー
ス
に
よ
心
ご
哲
卜
奪
丹
巴
の
建
立
に
か
上
る
二
寺
院
を
破
壊
し
た
さ
あ
る

の
は
、
逹
頼
剛
峨
の
教
敵
た
る
樺
迦
派
の
寺
院
ざ
し
て
か
く
の
如
き
乱
暴
な
破
壊
を
敢
て
し
に
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
哨

爾
丹
の
喀
爾
喀
侵
入
以
前
哲
卜
愈
丹
巴
は
、
ホ
ワ
ー
ス
の
前
掲
普
皇
朝
藩
部
要
略
等
に
よ
れ
ば
厄
魯
徳
尼
招
に
ゐ
だ
や
う

で
あ
る
。
喀
爾
鱒
に
帥
つ
化
岱
座
は
新
寺
院
に
ゐ
仁
に
し
て
も
、
そ
の
後
又
こ
ｋ
に
も
住
つ
た
こ
ざ
が
知
ら
れ
る
。
柑
時

そ
の
教
義
も
ざ
こ
ま
で
、
黄
教
派
を
巡
奉
し
た
か
疑
は
し
い
。
厄
郷
徳
尼
招
の
寺
院
は
元
來
樺
迦
派
に
屈
し
、
歴
史
あ
る

寺
院
で
あ
る
か
ら
、
活
佛
自
身
の
宗
派
も
矢
張
り
そ
れ
に
近
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

氾
魯
特
蒙
古
琶
喀
爾
喀
蒙
古
は
政
治
上
か
ら
對
立
し
、
禰
卜
尊
丹
巴
は
喀
爾
略
蒙
古
に
一
大
勢
力
を
布
く
に
及
ん
で
、

／

そ
の
態
度
は
自
然
不
遜
ご
な
り
、
ひ
い
て
は
逵
帆
Ⅷ
嘘
の
言
を
奉
ぜ
ず
、
遂
に
逹
軌
卿
嚥
の
代
表
芯
こ
脂
を
手
ふ
に
至
っ

た
。
そ
れ
は
完
全
に
教
義
上
か
ら
對
立
し
に
も
の
で
は
勿
論
な
い
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
活
佛
の
態
度
に
對
し
て
厄
科
塒

噛
獅
丹
使
入
常
昨
の
外
蕊
唯
伽
喀
一
両
五

可
８
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
１
Ｊ
■
０
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璃
爾
丹
催
入
糊
時
の
外
難
喀
爾
喀
二
川
六

蒙
古
は
殊
史
教
義
宗
派
の
鮎
か
ら
問
題
、
こ
な
し
、
西
北
地
方
一
帯
に
わ
た
る
Ⅷ
脈
の
心
を
さ
ら
へ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

か
ご
老
へ
る
。
逹
帆
Ⅷ
城
の
叫
附
丹
に
使
は
し
た
濟
降
胡
土
克
州
が
全
く
噛
爾
丹
の
影
武
粁
さ
な
り
、
鳥
剛
布
迦
の
役
に

は
鴫
鯛
丹
の
鯛
に
諦
經
し
、
且
つ
そ
の
戦
Ⅱ
を
押
ぴ
、
哨
爾
丹
の
敗
れ
る
に
及
ん
で
は
叉
講
和
を
以
て
詞
さ
な
し
、
そ
の

交
渉
中
に
哨
爾
丹
を
逃
亡
せ
し
め
に
如
き
、
叉
凪
堂
清
朝
か
ら
哨
爾
丹
に
使
は
さ
れ
た
伊
拉
克
三
胡
土
克
洲
が
、
途
に
蝋

剛
丹
に
投
じ
た
如
き
、
そ
の
他
大
小
剛
嚇
の
哨
附
丹
に
心
を
寄
せ
、
こ
れ
に
投
じ
に
例
は
枚
畢
に
進
が
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
逹
帆
Ⅷ
卿
の
言
を
非
し
た
節
巳
の
紫
謀
で
あ
り
、
そ
の
指
令
に
よ
る
寺
」
も
老
へ
ら
れ
る
。
股
熈
帝
の
如
き
、
哨
附

丹
自
身
輔
巴
の
言
に
左
右
さ
れ
た
や
う
に
観
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
は
又
そ
の
一
面
に
於
い
て
糊
時
報
卜
愈
丹
巴
胡
土
克
州

の
政
教
耐
方
面
に
占
め
た
地
仇
さ
勢
力
を
考
雌
に
入
れ
な
け
れ
ば
、
到
底
理
解
し
得
ぬ
こ
《
こ
で
は
な
い
か
さ
凪
ふ
。
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